
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

歴史の最後のバトンを受け取った閉校記念大運動会 
 

５月１６日、爽
やかな青空に恵ま
れ、美里小学校閉
校記念大運動会が
開催されました。 

「最後まであき
らめず 全力でゴ
ールにつっ走れ」
のテーマのもと、
転んでも疲れても
最後まで走り切る
子どもたちの姿が
随所に見られまし
た。本校のグラウ
ンドで行われる最
後の運動会ということもあり、来賓の皆様や未就学児も参加
できる種目、さらには親子対決となる全員参加の綱引きな
ど、来場された方々に少しでも楽しんでいただけるよう工夫
を凝らしました。その結果、多くの皆様に喜んでいただくこ
とができました。 

子どもたちは、この最後の運動会に向けて、徒競走やリレ
ー、表現運動などの練習に全力で取り組んできました。応援
合戦では、限られた練習時間の中で６年生を中心に日ごとに
各組の結束が高まり、見事なパフォーマンスを発揮しまし
た。赤白に分かれて競い合いながらも、「美里っ子は一つ」
であることを改めて実感しました。結果はわずか１点差で赤
組が勝利し、有終の美を飾ることができました。 

本校はこれまでの１２年間で、１９５名の子どもたちがこ
のグラウンドを駆け、学び舎を巣立っていきました。現在の
全校４９名の子どもたちは、その歴史の最後のバトンを受け
取り、この１年間を過ごしていきます。閉会式後には各組で
解団式が行われ、６年生一人一人が下級生に向けて思いを伝
えました。「来年はここではないけれど」「船越小でも」とい
う言葉に寂しさを感じる一方で、最後の１年を全力で駆け抜
けようとする強い決意も感じられました。 

運動会を通して培われた「あきらめない心」「粘り強く取
り組む姿勢」「相手を思いやる心」は、これからの学校生活
のさまざまな場面、そして将来においても必ず生きてくるも
のと確信しております。今後も閉校に関連する諸行事を、子
どもたちの成長を促す大切な機会と位置付け、引き続き工夫
を重ねながら取り組んでまいります。 

最後に、当日の運営にご尽力いただいた PTA 役員の皆
様、ならびに事前のグラウンド整備等にご協力いただいた若
美総合体育館の皆様に、心より感謝申し上げます。 
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＊６・７月の主な行事予定＊ 
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マリーゴールド苗植え 
宿泊学習（5 年） 
宿泊学習（5 年） 
修学旅行（6 年） 
修学旅行（6 年） 
プール清掃（4～6 年） 
梨の摘果体験（2～3 年）（予） 
宮沢海岸クリーンアップ（予） 
＊（予）は天候によって順延いたします。 
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租税教室（6 年） 
校外学習（4 年：クリーンセンター他

船越小と合同） 
合同親子学習会（親子ウォークラリー） 
第 2 回学校運営協議会 
海の日 
全校 5 校時限 夏休み前集会 
夏季休業（～8/22） 
個人面談（～24） 

 
第 1 回学校運営協議会 

 
5 月 11 日に今年度の第 1 回学校運営協議会を開

催しました。当日は校長から今年度の学校運営方針
を説明したあと、皆様から学校運営、特に閉校事業
や統合後についてのご意見等をいただきました。 

☆美里っ子の活躍☆ 

組手 小学 6 年初級の部 第３位  ○○○○さん(６年) 

優勝 男鹿スピリッツ野球スポーツ少年団 

《美里小メンバー》 (６年) さん さん (５年) さん

 (４年)○○○○さん ○○○○さん 

(3 年) さん さん 

(2 年) さん さん さん 

【学校運営協議会委員】敬称略 【PTA 専門部役員】敬称略 

名 前 役 職 等 専門部 役員名 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ○ 

学校運営協議会会長 
学校運営協議会副会長 
五里合地区住民 
鵜木地区住民 
鵜木地区住民 
鵜木地区住民 
野石地区住民 
野石地区住民 
地域コーディネーター 
美里小 PTA 会長 
五里合コミュニティセンター所長 
若美コミュニティーセンター所長 

総務部長 
副部長 

保健体育部長 
副部長 

校外生活部長 
副部長 

○○○○ 
○○○○ 
○○○○ 
○○○○ 
○○○○ 
○○○○ 

今年度も地域の方々のご協力により、順調に教育活動に取り組むことができて 
います。地域での体験活動は今年度が最後ということもあり、藤原農園での梨受 
粉作業体験には２，３年が、地区住民の水田をお借りしての田植え体験は４，５年 
が取り組みました。また地域の方には、玄関前などのベンチの塗装や学校菜園の耕 
起などの協力をしていただきました。それぞれの活動から地域のよさやそこで活動 
している方々の思いに気付いてほしいと思います。 

今年度は各専門部での活動の他に、閉校
関連事業においてご協力を仰ぐ場合があ
ります。ご承知おきください。どうぞよ
ろしくお願いいたします。 


